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緒言

現代の子ども達は都市化や急速な情報化社会の進展などにより、自然を体感し、親しむ機会が少

なくなってきている。このような状況の下で、自然や仲間と触れあう外遊びや、自然・環境・命の

大切さなどのリアリティーを尊重する遊びと教育の実践・充実が求められている1）。そのような目

的を達成するために生物を教材とした様々な教育が実践されており、それらの結果や効果等に関す

る多くの報告がなされている2）3）4）。

子どもは特に昆虫を含めた小動物などの動くものに興味を持つことが多く、自然を実感するため

に昆虫類を用いた子ども向けの教材開発を行うことは意義深い。昆虫は小型であるために意図しな

いと見逃してしまうことが多いが、世界から100万種以上が知られ 5）、私たちの生活において最も

身近な存在であると言っても過言ではない。その一方、造成による環境破壊や里山の放棄による管

理不足などにより近年その数を減らしている昆虫が多数報告されている6）7）。

試験研究機関や大学等の敷地は、面積が比較的広く森林的環境と草原的環境が適切に入り混じっ

た植生をもつことや、大規模開発の干渉を直接的には受け難いことなどから、都市においては貴重

な緑地である8）。さらに、森林・林業研究機関の実験林は、周辺環境の変化に関わらず緑地として

維持されていることから、生物多様性保全的な機能も兼ね備えていることが期待される 9）。大学

キャンパスは前述のように周辺環境にあまり影響されることなく比較的多くの緑地が維持・管理さ

れているため、研究機関の実験林などと同様に、生物多様性保全の重要な役割を果たしていると考

えられる。例えば、近畿大学奈良キャンパス 10）、南山大学 11）、千葉大学松戸キャンパス 12）13）など

において昆虫相が調査されており、その結果に基づく環境評価も行われている。

我々は今回、昆虫の中でも最も人目につきやすく、環境を理解するために適しているとされる

チョウ類相 14）を調べることによって、緑地環境として東京家政大学狭山キャンパスが果たす役割

を評価するための基礎的な情報を収集することにした。本報ではその結果を示すとともに、それを
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幼児がより身近に自然を実感できるきっかけを提供するための教材に利用することを提案したい。

調査地および調査方法

東京家政大学狭山キャンパス（北緯35°50’、東経139°23’）（以下、狭山キャンパスと略記）は

埼玉県狭山市に位置し、埼玉県の地帯区分において台地・丘陵帯（50〜200m）とされている 15）。

狭山キャンパスの敷地面積は約7.5haで、構内には校舎、図書館、セミナーハウス、体育館等の

建物があり、また認可保育所が併設されている。この土地はかつて旧陸軍、米軍、航空自衛隊

などによって使用されていたが、その当時から生えていたと思われるアカマツPinus densiflora 

Siebold et Zucc.などの高木や、狭山校舎開設時（1986年）に植栽されたシナノキTilia japonica 

(Miq.) Simonk.やトチノキAesculus turbinata Blumeなどの樹木 16）がある。建物や舗装道路以外

の部分には、イネ科やマメ科を主体とした草地、スギCryptomeria japonica (L.f) D.Donやヒノキ

Chamaecyparis obtusa (Siebold et Zucc.) Endl. を主とした針葉樹林、 クヌギ Quercus acutissima 

Carruth.やコナラQuercus serrata Murrayが生える落葉広葉樹林などが点在している。またキャン

パス入り口には花壇があり、様々な花が四季を通じて楽しめるようになっている。

構内では春から秋の間はほぼ毎日、どこかで刈り払い機もしくは手作業による草刈りが行われて

おり、草丈は常に低く抑えられている。また2014年には除草剤散布が6月と9月に、殺虫剤散布が

7月と9月に行われた。2014年4月〜10月の晴れまたは曇りの日にのべ約30回の野外調査を行い、

観察・採集されたチョウのリストを作成した。なお、リスト中の和名および学名は白水（2006）17）

に従って記述した。

結果および考察

＜種のリスト＞

調査によって記録された種を以下に示す。種名の後に、採集個体数、性、採集年月日、採集者名

（MW：渡部美佳、TI：井上大成）を記した。採集できなかったが確実な目撃例がある場合には目

撃年月日を記した。

アゲハチョウ科 Papillionidae

ジャコウアゲハByasa alcinous (Klug)

1 ♂2014年4月26日 MW

アオスジアゲハGraphium sarpedon (Linnaeus)

1 ♀ 2014年9月2日MW

アゲハPapilio xuthus Linnaeus

1 ♂2014年4月12日MW



東京家政大学狭山キャンパスのチョウ類相（予報）

— 117 —

キアゲハPapilio machaon Linnaeus

1 ♂2014年4月29日MW

クロアゲハPapilio protenor Cramer

1 ♂2014年4月26日MW

1 ♂2014年8月13日MW

モンキアゲハPapillio helenus Linnaeus

1ex. 2014年5月13日 MW（目撃）

カラスアゲハPapilio dehaanii C. & R. Felder

1ex. 2014年4月28日 MW（目撃）

シロチョウ科Pieridae

ツマキチョウAnthocharis scolymus Butler

1ex. 2014年4月17日 MW（目撃）

モンシロチョウPieris rapae (Linnaeus)

1 ♂2014年4月12日MW

キタキチョウEurema mandarina (de l'Orza)

1 ♂2014年4月12日MW

モンキチョウColias erate (Esper)

1 ♂2014年4月26日MW

シジミチョウ科Lycaebudae

ウラギンシジミCuretis acuta Moore

1  ♀  2014年8月13日MW

1  ♂2014年9月16日 MW

ムラサキシジミNarathura japonica (Murray)

1 ♀ 2014年10月14日MW
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ムラサキツバメNarathura bazalus (Hewitson)

1 ♀ 2014年10月14日 TI

アカシジミJaponica lutea (Hewitson)

1ex.2014年6月3日MW

1ex.2014年6月9日MW

ミズイロオナガシジミAntigius attilia (Bremer)

1ex.2014年5月29日MW

1ex.2014年6月9日MW

ベニシジミLycaena phlaeas (Linnaeus)

1 ♂2014年4月26日MW

ヤマトシジミZizeeria maha (Kollar)

1 ♂2014年4月19日MW

1 ♂2014年4月26日MW

1 ♂2014年7月3日MW

ツバメシジミEveres argiades (Pallas)

1 ♀ 2014年10月14日MW

ルリシジミCelastrina argiolus (Linnaeus)

1 ♂2014年6月9日MW

1 ♀2014年6月17日MW

1 ♂1 ♀2014年7月24日MW

1 ♂ 2014年9月2日 MW

ウラナミシジミLampides boeticus (Linnaeus)

1 ♂ 2014年10月30日 MW

タテハチョウ科 Nymphalidae

テングチョウLibythea lepita Moore

1 ♂2014年5月24日MW
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アカタテハVanessa indica (Herbst)

1ex.2014年7月24日MW

1ex.2014年7月31日MW

キタテハPolygonia c-aureum (Linnaeus)

1 ♀2014年4月12日MW

1 ♂2014年5月24日MW

ヒオドシチョウNymphalis xanthomelas (Esper)

1ex.2014年5月24日MW

1ex.2014年5月29日MW

ルリタテハKaniska canace (Linnaeus)

1ex.2014年4月26日MW

ツマグロヒョウモンArgyreus hyperbius (Linnaeus)

1 ♂1 ♀2014年5月10日MW

1 ♀2014年8月13日MW

1 ♂2014年9月2日MW

コミスジNeptis sappho (Pallas)

1 ♀2014年5月1日MW

1 ♀2014年5月29日MW

イチモンジチョウLadoga camilla (Linnaeus)

1 ♀2014年9月2日MW

ゴマダラチョウHestina japonica (C. & R. Felder)

1 ♀2014年7月24日MW

アカボシゴマダラHestina assimilis (Linnaeus)

1 ♂2014年5月17日MW

1 ♀ 2014年7月24日MW

コムラサキApatura metis Freyer
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1 ♂ 2014年7月31日MW

ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus Butler

1 ♀2014年4月26日MW

1 ♂2014年7月12日MW

1 ♂2014年7月24日MW

1 ♀2014年9月2日MW

ジャノメチョウMinois dryas (Scopoli)

1 ♂2014年7月12日MW

1 ♂2014年7月24日MW

ヒカゲチョウLethe sicelis (Hewitson)

1 ♂2014年6月17日MW

1 ♂2014年7月3日MW

サトキマダラヒカゲNeope goschkevitschii (Ménétriès)

1 ♂2014年5月24日MW

アサギマダラParantica sita (Kollar)

1 ♂ 2014年10月14日MW

セセリチョウ科 Hesperiidae

ダイミョウセセリDaimio tethys (Ménétriès)

1 ♀2014年6月3日MW

キマダラセセリPotanthus flavus (Murray)

1 ♀2014年6月21日MW

イチモンジセセリParnara guttata (Bremer & Grey)

1 ♀2014年8月29日MW

1 ♀ 2014年8月29日 MW

1 ♀ 2014年9月29日 MW
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チャバネセセリPelopidas mathias (Fabricius)

1 ♂ 2014年10月17日MW

以上5科41種が記録された。これらを、田中（1988）18）に従って森林性と草原性のチョウに分

類すると、森林性種が27種（65.9%）、草原性種が14種（34.1%）であった。埼玉県レッドデータ

ブック 15）によると埼玉県では現在137種のチョウが記録されている。狭山キャンパスの近隣にあ

り、面積もほぼ同じ森林総合研究所赤沼実験林（埼玉県比企郡鳩山町）では5科63種のチョウが記

録されている9）。本調査における種数と比較するとその差が大きいため、狭山キャンパスにはさら

に多くのチョウが生息していることが予想される。今後、より詳細な調査を行う必要があると考え

られる。

今回の調査では、埼玉県のレッドデータリストに掲載されたチョウ（全県カテゴリー）のうち3

種が狭山キャンパスで観察された。その内訳は、ヒオドシチョウが絶滅危惧Ⅱ類、コムラサキと

ジャノメチョウが準絶滅危惧である。ヒオドシチョウでは雑木林の減少、コムラサキでは河岸・渓

畔の整備により幼虫の食樹が減少したほか成虫の栄養源である樹液や獣糞の減少したこと、ジャノ

メチョウでは草原の減少がその生存に対する脅威となっているとされる15）。このような貴重なチョ

ウ類が生息している狭山キャンパスは、昆虫にとっての緑地環境として重要な役割を果たしている

と考えられる。多くのチョウの幼虫は植物を食べるため、キャンパスの植生は幼虫にとって最も重

要な環境となる。狭山キャンパスではきわめて頻繁に草刈りが行われているが、草刈りされた部分

では、その直後には観察されるチョウの個体数が減少した。チョウの生息環境を維持するためには

植生管理による影響も考慮しなければならない。今後トランセクト調査による定量調査を行い、草

刈りがチョウの個体数に及ぼす影響を詳細に検討していくことも必要となるだろう。

＜チョウを用いた幼児用教材開発に向けた準備＞　

幼児における教育には、従来自然に触れる機会を設けるためや生命の尊さに気づくためなどの目

的で昆虫の飼育が取り入れられてきたと考えられる。一方、昆虫の標本は生きた生物ではないが、

悪天候によって調査ができない場合には実物教材となり、大きな利用価値があるとされている 2）。

また、季節に左右されずに観察できることや昆虫の飼育が困難な幼児や障がい児向け教材としての

利用価値も大きいと考えられる。さらに生きた昆虫が苦手な子どもには動かないという特性から昆

虫に慣れるための導入教材としての利用も見込まれる。このような昆虫標本の特徴を有効に活用

し、本研究により採集された「チョウの標本」を用いた幼児用教材の開発を提案する。

チョウは昆虫の中では比較的大型で、翅の色や形が多様で美しいため、幼児期の子ども達にとっ

ても認識しやすく親しみがわく存在である。また多くのチョウは、幼虫期には植物を食べ、成虫に

なると蜜を吸うためや卵を産むために植物を訪れる。このように、チョウと植物とはきわめて密接

に関係している。そのためチョウを教材として用いることにより、昆虫と植物という「生き物同士

の関わりあい」についても同時に学ぶことができる。



渡部 美佳・大澤 力・井上 大成

— 122 —

教材として図1のような標本箱を作製することを検討している。生物の標準和名は通常カタカナ

表記であるが、幼児が読むことの出来るようにひらがなで示す。箱の背景には幼児が暮らしている

環境（主に園庭）の中で該当種が見られる場所を写真で示し、自分達が普段生活している場所で見

られることを意識できるようにする。標本箱の中には卵・幼虫・蛹・成虫の標本を、チョウの変態

の様子が一目で理解できるように並べる。また、箱の背景に用いた写真を撮影した場所にはチョウ

の写真や食べ物となる葉をラミネート加工し野外展示する。それにより、お散歩や登園時または遊

びの時間の中などで子ども達が自らチョウや植物に目を向けてくれるようになることが期待さ 

れる。

本教材を利用することにより、「科学的なものの見方と考え方」を幼少期から育むことが可能に

なる。今後、実際に標本箱や野外展示を作製・設置して本学付属保育所で利用してもらい、その効

果を確かめていきたい。

図1 チョウを用いた幼児用教材例（ジャコウアゲハ）
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